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～コーヒー苗における温水処理条件の検討～ 
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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】コーヒー苗は根を露出させた状態で根部を 50℃で 30 分間の浸漬処理を行うと生

育不良が認められる。52℃の温水を土付き苗にかけ流して鉢内温度を 48℃まで上昇させた

後，47℃で５分間の浸漬処理を行っても，コーヒー苗は健全に生育する。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 これまでに外来生物であるイエシロアリ（以下，シロアリ）の温水処理による死滅条件を

検討し，47℃で５分以上の温水処理により死滅することが明らかとなっている（小野，2017）。

また，シロアリ発生地からの苗導入に関する規制緩和に向けて，小笠原諸島の主力品目であ

るカンキツ苗等の耐温水性試験およびシロアリ死滅条件下で温水かけ流し等の実証試験に

よる生育への影響を検討し，得られた知見を関係機関に提供している。本試験ではコーヒー

苗の耐温水性を検討する。また，実証試験による生育への影響を調査する。 

【方 法】 

コーヒー苗は亜熱帯農業センター内の自然発芽した樹高約 20cm の株を 2022 年３月に鉢

上げし，１年間育苗したものを供試した。 

１．耐温水性試験：鉢から苗を取り出し，根部に付着している土を取り除いた後，表１に示

した条件で浸漬処理を行った（図１）。処理後，常温水で根部を冷却して元の鉢に植え戻

し，７日目および 21 日目に生育不良の有無を観察した。 

２．実証試験：耐温水性試験の結果およびシロアリの温水処理による死滅条件を参考に，以

下の方法で温水処理を行い，生育への影響を検討した（処理区，無処理区ともに 10 株）。 

(1)ポリポット６号鉢で育苗した苗（培土として，赤土：堆肥：パーライト＝５：２：１に

混合したものを使用）に 52℃の温水をかけ流し，鉢内温度を上昇させた。(2)鉢の中心部

および周縁部（ポット端から１㎝）が 48℃に達した時に，47℃の温水槽で５分間浸漬し

た。(3)浸漬後，温水槽から取り出し，鉢内温度が 31℃未満になるまで常温水をかけ流し

て冷却した。(4)温水処理後 99日目に生育調査を行った。 

【成果の概要】 

１．耐温水性試験において，コーヒー苗は 47℃で 60 分間の処理では生育不良が認められな

かった。一方で，50℃で 30 分間，60 分間の処理では処理後７日目までに黄化や枯死が発

生し，55℃で 30 分間の処理では処理後 21 日目までに全ての株が枯死した（表１）。 

２．実証試験では，48℃に達するまでの平均時間は周縁部では 4.8 分，中心部では 12.4 分

要し，周縁部の方が早く温度上昇した。全処理工程を終えるまでの平均時間は周縁部では

27.4 分，中心部では 34.9 分要し，周辺部の方が短い傾向であった（表２）。これは，中

心部は周縁部より根が密生しているため，中心部への浸透が遅かったと考えられる。葉色，

樹高等は処理区と無処理区間で差が認められなかった（表３）。以上より，シロアリ死滅

条件下で温水処理を行っても，コーヒー苗は健全に生育することを確認できた。 



 

 

 

 


